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CIGS太陽電池が拓く、
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宇宙インフラの新時代
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28 道を強靭にする新しいアスファルト
「ミナフォルティスCX」

26 HIGHLIGHT TOPICS

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。
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20 漫画で伝える 私たちの物語

第5話　東日本大震災・後編

4

地球に眠る熱を、未来のエネルギーに

出光が挑む「地熱発電」 

Special Feature

10 技術で拓く

高耐水性舗装材で、
道を強く、未来を長く。

15 技術で拓く 特別編

CIGS太陽電池が拓く、
宇宙インフラの新時代

@Idemitsu_Kosan
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出光興産公式X

3 TOP MESSAGE

代表取締役社長 酒井 則明

揺れ動く世界の中で、
責任ある変革を果たす

2

TOP  M E S S AGE

揺
れ
動
く

世
界
の
中
で

責
任
あ
る

変
革
を
果
た
す

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素

よ
り
当
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

世
界
情
勢
は
依
然
と
し
て
不
確
実
性
を
増
し

て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
長
期

化
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
情
勢
の

不
安
定
化
な
ど
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
世

界
経
済
の
不
透
明
さ
、
さ
ら
に
気
候
変
動
に
伴
う

自
然
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
複
合
的
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
る
一
方
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り

と
な
り
、
短
中
期
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
局
面
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
成
A
I
を
は
じ
め
と
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
普
及
は
、
産
業
構
造

に
変
革
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
下
で
も
、
当
社
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
素
材
の
安
定
供
給
を
通
じ
て
社
会
を
支

え
る
と
い
う
使
命
を
揺
る
ぎ
な
く
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
現
実

は
、
今
後
も
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
民
生
活
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
責

任
を
、
引
き
続
き
全
う
し
ま
す
。

同
時
に
、
持
続
的
成
長
に
向
け
た
取
り
組
み

も
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
当
社
は
2
0
3
0

年
ビ
ジ
ョ
ン
「
責
任
あ
る
変
革
者
」
の
実
現
に

向
け
、
既
存
事
業
の
さ
ら
な
る
強
化
と
将
来
に

向
け
た
戦
略
投
資
を
通
じ
て
事
業
構
造
改
革
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
社
の
経
営
の
根

幹
と
な
る
人
財
戦
略
に
お
い
て
は
、
新
行
動
指

針
の
策
定
や
社
員
と
の
対
話
機
会
を
増
や
す
な

ど
、
社
員
の
成
長
と
や
り
が
い
最
大
化
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
2
6
年
か
ら
は
、
次
期
中
期
経

営
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。「
事
業
戦
略
」
と

「
人
財
戦
略
」
を
国
内
外
で
の
成
長
の
原
動
力
と

し
、
そ
れ
を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
の
掛
け
算
に
よ
り
企
業
価
値
向
上
を
目
指

す
。
こ
の
基
本
的
な
方
針
に
な
ん
ら
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
素
材
の
安
定
供
給

と
い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
持
続
的

な
成
長
に
向
け
た
成
長
戦
略
を
描
い
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、
中
長
期
的
な
脱

炭
素
の
潮
流
を
見
据
え
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
素
材

の
安
定
供
給
」「
成
長
戦
略
の
実
行
」「
脱
炭
素

へ
の
挑
戦
」
を
高
度
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
前
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
全
て
を
支
え
る
の
が
「
人
」

で
す
。
出
光
に
お
け
る
事
業
の
究
極
の
目
的
は

「
人
を
育
て
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
不
確
実
な

「
変
化
」
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、「
人
が
中
心
の
経

営
」
を
実
践
し
、
一
人
ひ
と
り
が
能
力
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
誠
実
に
社
会
と
向
き
合
い
、
責
任
あ
る
変

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

酒
井 

則
明
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地
球
に
眠
る
熱
を
、未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
。

目
に
は
見
え
な
い
大
地
の
奥
深
く
に
、
確
か
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る
。

そ
の
力
を
信
じ
、
掘
り
起
こ
し
、
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
変
え
て
い
く
―

自
然
と
共
生
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
出
す
。

そ
れ
に
、
私
た
ち
出
光
は
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
出
光
が
50
年
以
上
に
わ
た
り
地
熱
と
向
き
合
い
、

挑
み
続
け
て
き
た
歩
み
と
、
そ
の
最
前
線
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
太
陽
光
や
風

力
が
天
候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
や
す
い

「
変
動
型
電
源
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

地
熱
は
24
時
間
3
6
5
日
安
定
し
て

発
電
で
き
る
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」

と
し
て
、
電
力
供
給
の
基
盤
を
支
え

ら
れ
る
こ
と
が
最
大
の
特
長
と
い
え
る
。

ま
た
、
地
熱
は
調
査
か
ら
設
備
調

達
、
操
業
ま
で
ほ
ぼ
国
内
で
完
結
で

き
る
„
純
＂
国
産
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
国
際
情
勢
の
変
化
や

資
源
価
格
の
乱
高
下
に
左
右
さ
れ
に

く
く
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
を
支

え
る
存
在
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

大
地
の
熱
が
静
か
に
生
み
出
す
力

「
地
熱
」。

―
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
社
会
を
支
え
る
確
か
な
基
盤
と

な
る
。

地球に眠る熱を、未来のエネルギーに。

出光が挑む「地熱発電」
Special Feature

出
光
が
挑
む「
地
熱
発
電
」

日本に眠る地熱資源、立ちはだかる壁

　
な
ぜ
今
、
地
熱
発
電
な
の
か
？

地
の
奥
深
く
に
宿
る
熱

―
そ
れ

が
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

地
熱
発
電
は
、
地
球
の
鼓
動
と
も

い
え
る
マ
グ
マ
の
熱
を
利
用
し
、
電
気

を
生
み
出
す
。
地
球
内
部
か
ら
絶
え

ず
生
ま
れ
る
熱
を
活
用
す
る
、
再
生

可
能
な
自
然
の
恵
み
だ
。

火
山
帯
に
位
置
す
る
日
本
は
、
世

界
第
3
位
の
地
熱
資
源
量
を
誇
る
。

し
か
し
、
そ
の
潜
在
力
は
ま
だ
十
分

小安地熱株式会社
かたつむり山発電所
（秋田県湯沢市）

出光大分地熱株式会社
滝上事業所

（大分県玖珠郡九重町）

出典：「地熱資源開発の現状と課題について」平成28年6月15日に資源エネルギー庁発表のものを基に作成

世界各国の主な地熱資源量
順位 国名 資源量（万kW）

1 アメリカ 3,000

2 インドネシア 2,779

3 日本 2,347

4 ケニア 700

5 フィリピン 600

6 メキシコ 600

7 アイスランド 580

日本は世界第3位の地熱資源量を持ちながら、発電設備容量は世界9位にとどまる。
地熱開発に伴うのは長い年月、高いリスク、そして莫大な初期投資。それでも挑み続ける理由が、出光にはある。

オイルショック

石油代替エネルギー政策
（サンシャイン計画）が
スタート。地熱開発が

急速に拡大。

九州電力株式会社
（現、九電みらいエナジー株式会社）との

共同事業として同社滝上発電所への
蒸気供給を開始。

出光が単独で国内初｢バイナリー
発電｣ の運転を開始。地下の
総合熱利用効率を15％向上。

出光が地熱
開発に関する
調査を開始。

かたつむり山発電所
稼働開始予定

秋田県の小安かたつむり山地域
での地熱調査をスタート。

1973年
1974年

1996年

2017年

1979年

出光の地熱事業の歩み

2027年

2011年

Special Feature
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石
油
の「
掘
る
技
術
」を
未
来
へ 

出
光
の
地
熱
事
業

出
光
は
地
下
深
く
に
眠
る
熱
を
信
じ
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
挑
戦
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と

な
く
掘
り
続
け
て
き
た
。そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
石
油
開
発
で
培
っ
た
｢掘
る
技
術
」と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
社
会
を
支
え
続
け
る
と
い
う
意
志
。
出
光
は
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
人
の
力
で

未
来
を
掘
り
続
け
て
い
く
。

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
発
揮

さ
れ
る
の
が
私
た
ち
が
長
年
、
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
調
査
・
開
発
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
技
術
力
と
経
験
な
の
だ
。

短
期
的
な
利
益
で
は
な
く
、「
未

来
を
見
据
え
て
掘
り
続
け
る
姿
勢
」。

そ
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念
こ
そ
が
、
半

世
紀
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

D
N
A
で
あ
り
、
地
熱
の
可
能
性
を

拓
く
力
と
な
っ
て
い
る
。

進
化
す
る
技
術
が
広
げ
る
、

地
熱
の
可
能
性

信
念
と
と
も
に
、
重
要
視
し
て
い
る

の
が
効
率
を
追
求
す
る
技
術
革
新
だ
。

大
分
県
の
滝
上
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所

で
は
、
低
温
熱
水
も
活
用
で
き
る
技
術

を
導
入
し
、
一
般
社
団
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
が
主
催
す
る
新
エ
ネ
大
賞

の
「
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
2
0
2
7
年

に
稼
働
開
始
さ
せ
る
秋
田
県
の
か
た

つ
む
り
山
発
電
所
で
は
、
蒸
気
と
熱
水

を
二
段
階
で
分
離
し
効
率
を
高
め
る

「
ダ
ブ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
」
を
採
用

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、出
力
（
発
電
量
）

の
20
%
増
加
が
期
待
で
き
る
。
限
ら

れ
た
地
熱
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、

持
続
可
能
な
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

信
じ
て
、
掘
り
続
け
る
。

50
年
の
歩
み
が
示
す
、

挑
戦
の
原
点

出
光
の
地
熱
事
業
へ
の
歩
み
は
、

今
か
ら
50
年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
。

1
9
7
3
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

を
契
機
に
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
地
熱
へ
の
取
り

組
み
を
本
格
化
。
1
9
9
7
年
の
政

府
の
政
策
転
換
に
よ
り
、
新
規
開
発

が
停
滞
し
た
「
冬
の
時
代
」
に
あ
っ

て
も
、
地
道
な
調
査
と
技
術
の
研
鑽

を
重
ね
、
い
つ
か
必
ず
花
開
く
と
信

じ
て
、
挑
戦
を
続
け
て
き
た
。

地
熱
開
発
が
な
ぜ
難
し
い
と
言
わ

れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
地
下
数
千
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
熱
水
や
蒸
気
の
通
り
道

を
正
確
に
見
極
め
、
掘
り
当
て
な
け
れ

地球に眠る熱を、未来のエネルギーに。

出光が挑む「地熱発電」
Special Feature

セパレーター

タービン

送電線

発電機

冷却塔

復水器

地熱貯留層

蒸
気・熱
水

蒸気

熱
水

熱
水

外
気

雨
水

生せ
い

産さ
ん

井せ
い

還か
ん

元げ
ん

井せ
い

還か
ん

元げ
ん

井せ
い

地熱発電の仕組み地熱貯留層に向けて井戸
（生産井）を掘ると、蒸気
と熱水が噴き出る。

地下水の近くにマグマがあると、
200～300℃の熱水がたまる場所
（地熱貯留層）ができる。

地中に浸み込んだ雨水
は、地下の割れ目を流れ
る地下水になる。

発電に使わない熱水と余った冷却水は、
井戸（還元井）から地下に返す。

蒸気と熱水を
分ける。

蒸気はタービンに
送られて発電に使
われる。

タービンから出てきた
蒸気を冷却水で冷や
して温水にする。

温水を空気で冷やし
て冷却水にする。

温水

冷却水冷却水

マグマ
67



動画はコチラ

大
地
と
共
に
歩
み
、
地
域
と
生
き
る

地
熱
開
発
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
進
め
る

仕
事
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
に
根
づ
き
、

地
元
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
何

よ
り
大
切
に
な
り
ま
す
。

秋
田
県
の
か
た
つ
む
り
山
発
電
所
は
、
自
然
公

園
内
に
位
置
し
、
ブ
ナ
林
や
温
泉
地
に
囲
ま
れ

た
、
ま
さ
に
„
日
本
ら
し
い
自
然
と
暮
ら
し
＂
が

凝
縮
さ
れ
た
場
所
で
す
。
こ
の
美
し
い
環
境
を
守

り
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
た
め
に
、
調

査
開
始
か
ら
約
10
年
か
け
て
、
景
観
や
生
態
系
へ

の
配
慮
を
徹
底
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
何
度
も
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

地
熱
と
い
う
大
地
の
恵
み
を
ど
う
守
り
、
ど

う
地
域
と
共
に
生
か
し
て
い
く
か
。
そ
の
答
え

を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
探
り
な
が
ら
、
理
解
と

協
力
を
得
て
前
へ
進
ん
で
き
た
の
で
す
。

地
熱
開
発
で
特
に
心
配
さ
れ
る
の
が
、「
温

泉
へ
の
影
響
」
で
す
。
私
は
前
職
で
温
泉
井
戸

の
掘
削
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
表
近

く
で
湯
気
が
上
が
っ
て
い
る
場
所
の
す
ぐ
横
を

掘
っ
て
も
、
お
湯
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
、

国内最大級ビジネスメディア
「PIVOT」で、地熱事業を担当
する伊藤さんのインタビュー
を配信中です。地熱のポテン
シャルと出光の挑戦、地域と
歩む想いを、早稲田大学ビジ
ネススクールの入山 章栄教
授との対談を通じてお伝えし
ています。“見えない熱を、どう
未来につなぐのか”ぜひ映像
でもご覧ください。

地
熱
開
発
は
、
技
術
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
。

地
下
深
く
に
眠
る
熱
を
掘
り
当
て
る
力
と
同
じ
く
ら
い
、
地
上
で
地
域
と
信
頼
を
築
く
力
が
求
め
ら
れ
る
。

現
場
で
何
を
大
切
に
し
、
ど
う
未
来
を
描
い
て
い
る
の
か
地
熱
事
業
を
担
う
伊
藤
さ
ん
に
聞
い
た
。

地
域
と
共
に
歩
む
地
熱
開
発

IN
TERVIEW

資源部 地熱事業室 
企画開発課 課長

地熱発電に長年携わった後、
2011年出光興産に入社。かたつむり山をはじめ、
当社の地熱開発をけん引している。

伊藤 真洋

地
下
は
複
雑
で
す
。
温
泉
井
戸
と
は
深
さ
や
位

置
を
し
っ
か
り
と
ず
ら
し
て
掘
る
な
ど
、
影
響

を
与
え
な
い
設
計
に
し
て
い
ま
す
。

環
境
配
慮
の
考
え
方
も
同
じ
で
す
。
か
た
つ

む
り
山
発
電
所
は
国
定
公
園
内
、
第
3
種
特
別

地
域
で
の
開
発
で
す
の
で
、
天
然
林
は
で
き
る

限
り
残
し
、
植
林
さ
れ
た
杉
林
を
中
心
に
開
発

区
域
を
選
び
ま
し
た
。
配
管
ル
ー
ト
に
し
て
も
、

本
来
な
ら
道
路
沿
い
に
通
し
た
方
が
工
事
は

ず
っ
と
楽
な
の
で
す
が
、
あ
え
て
樹
林
帯
の
中

を
縫
う
よ
う
に
通
し
、
伐
採
本
数
と
景
観
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
道
側
か
ら
見
た
と
き
に
設
備
が
直

接
目
に
入
ら
な
い
よ
う
、
あ
え
て
数
列
分
の
木

を
残
し
て
「
杉
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
」
の
よ
う
に
し

て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
自
然
公
園
に
„
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
＂
と
い
う
意
識

で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
„
発
電
し
て
終
わ
り
＂

で
は
な
い
新
た
な
挑
戦
を
進
め
て
い
ま
す
。
蒸

気
か
ら
造
成
し
た
お
湯
を
地
元
に
配
湯
す
る
な

ど
「
第
二
の
恵
み
」
が
産
業
を
支
え
、
暮
ら
し

を
温
め
、
地
域
に
新
し
い
循
環
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。

地
熱
を
„
地
域
と
分
か
ち
合
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
＂

へ
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
が
目
指
す
地
熱
開
発
の

姿
で
す
。
大
地
の
力
を
借
り
、
人
の
知
恵
と
技

術
で
生
か
し
、
地
域
と
未
来
を
共
に
育
て
て
い

く
。
こ
れ
か
ら
も
„
大
地
と
共
に
生
き
る
開
発
＂

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

見
え
な
い
挑
戦
の
先
に
描
く
、

日
本
の
未
来

私
た
ち
は
、
石
油
事
業
で
培
っ
て
き
た
技
術
力
と
、

長
い
年
月
を
か
け
て
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
き
合
っ

て
き
た
„
挑
戦
の
D
N
A
＂
を
、
地
熱
と
い
う
新
た

な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

見
え
な
い
地
中
の
力
を
探
り
続
け
る
地
熱
開
発

は
、
高
い
リ
ス
ク
と
時
間
を
要
す
る
挑
戦
で
す
。

し
か
し
そ
の
先
に
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未

来
が
あ
り
ま
す
。
C
O
²
排
出
量
の
少
な
い
ク
リ
ー

ン
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
、
地
熱
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
に
貢
献
で
き
る
。
そ
し
て
、
地
域
と
共
に

歩
み
、
そ
の
恵
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
私
た

ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と
し
て
進
化
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

国立・国定公園内の建築物の高さは原則13m以下に制限さ
れている。高さを必要とする天井クレーンを使わずにメンテ
ナンスができるよう、可動式ドーム型建屋を採用している （イ
メージCG）

遠方からの景観に配慮して、敷地外周のスギを伐採せずに残置した

景観への負荷軽減と環境配慮とのバランスを考慮し、ブナ
などの位置を1本1本測量して、極力伐採本数を減らすように
設計し、樹林帯の中に配管を通した

地球に眠る熱を、未来のエネルギーに。

出光が挑む「地熱発電」
Special Feature

PIVOTで語る

「地熱開発のリアル」
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舗
装
表
面
の
ひ
び
割
れ
は
、

氷
山
の一角
だ
っ
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
、
砕
石
や
砂
利
と
い
っ
た

骨
材
を
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
い
う
粘
着
性
の
高
い
バ

イ
ン
ダ
ー
で
固
め
た
構
造
物
で
あ
る
。
私
た
ち
が

目
に
す
る
道
路
の
「
ひ
び
割
れ
」
や
「
ポ
ッ
ト
ホ
ー

ル
」
。
こ
れ
ら
は
長
ら
く
、
経
年
劣
化
や
交
通
荷
重

が
原
因
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
、
新
た
な
要

因
も
わ
か
っ
て
き
た
。
舗
装
の
内
部
に
浸
入
し
た
水

で
あ
る
。

骨
材
の
主
成
分
で
あ
る
無
機
物
（
二
酸
化
ケ
イ

素
な
ど
）
と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
主
成
分
で
あ
る
有

機
物
（
炭
化
水
素
）
は
、
化
学
的
な
親
和
性
に
乏
し

い
。
水
が
舗
装
内
部
に
浸
入
す
る
と
、
水
と
骨
材
の

結
び
付
き
の
方
が
強
い
た
め
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
骨

材
か
ら
徐
々
に
剥
が
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
「
剥
離

損
傷
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
だ
。

表
面
に
現
れ
る
損
傷
は
、
内
部
で
進
行
し
て
い
た

剥
離
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
高
荷
重
が
掛
か
る

空
港
の
滑
走
路
や
高
速
道
路
で
は
、
こ
の
水
に
よ
る

内
部
か
ら
の
崩
壊
が
、
舗
装
の
早
期
劣
化
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
0
1
0
年
代
以
降
、
国
内
外
の
研
究
機
関
か

ら
、
こ
の
水
に
よ
る
剥
離
損
傷
が
舗
装
の
寿
命
を
縮

め
る
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た
。
表
面
を
補
修
す
る
だ
け
で
は
対
処
で
き
な

い
。
材
料
レ
ベ
ル
で
の
、
抜
本
的
な
革
新
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

化
学
結
合
と
い
う
、
革
命
的
な
発
想

出
光
が
着
目
し
た
の
は
、
骨
材
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
接
合
部
分
を
「
化
学
的
な
力
」
で
結
び
付
け
る
と

い
う
、
前
例
の
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
っ
た
。
タ
イ
ヤ

製
造
な
ど
で
使
わ
れ
る
共
有
結
合
の
原
理
を
応
用
す

る
発
想
だ
が
、
実
現
へ
の
道
は
険
し
か
っ
た
。
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
扱
わ
れ
る
高
温
環
境
（
約
2
0
0
℃
）

で
の
安
全
性
、
地
下
水
や
土
壌
へ
の
影
響
が
な
い
公

共
資
材
と
し
て
の
厳
格
な
要
件
。
こ
れ
ら
全
て
を

満
た
す
材
料
は
、
世
界
の
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
。
技
術
的
な
壁
を
打
ち
破
っ
た
の
は
、
出
光

グ
ル
ー
プ
内
の
異
分
野
融
合
だ
っ
た
。
機
能
舗
装
材

事
業
部
が
持
つ
「
骨
材
と
共
有
結
合
を
結
ぶ
理
想
的

な
分
子
構
造
」
の
知
見
と
、
機
能
化
学
品
部
が
持
つ

「
高
引
火
点
か
つ
量
産
可
能
な
樹
脂
製
造
技
術
」
。

こ
の
二
つ
が
出
会
っ
た
と
き
、
化
学
反
応
が
起
き

た
。
骨
材
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
強
固
に
つ
な
ぎ
と
め

る
仲
介
構
造
（
新
規
化
合
物
）
の
開
発
が
、
わ
ず
か

2
週
間
と
い
う
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
実
現
し
た
の

で
あ
る
。

数
字
が
証
明
す
る
、
圧
倒
的
な
強
靭
さ

こ
の
技
術
を
適
用
し
た
「
ミ
ナ
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス

C
X
」
は
、
室
内
試
験
に
お
い
て
、
従
来
品
と
比

べ
約
2.
7
倍
の
耐
久
性
を
示
し
た
。
水
の
浸
入
を

原
因
と
す
る
舗
装
の
損
傷
を
抑
制
す
る
。
製
品
名

に
込
め
ら
れ
た
「
C
X
」
は
、C

ovalent bond

（
共
有
結
合
）
とeX

perience

（
体
験
）
を
意

味
す
る
。
出
光
は
、
こ
の
「
水
に
強
い
道
」
と
い
う

新
た
な
技
術
を
通
じ
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

と
工
事
回
数
削
減
に
よ
る
社
会
損
失
の
低
減
に
貢

献
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
目
に
見
え
な
い
場
所
で
イ

ン
フ
ラ
の
未
来
を
支
え
る

と
い
う
、
出
光
が
受
け
継

い
で
き
た
使
命
の
体
現
で

あ
る
。

未
来
を
拓
く
知
ら
れ
ざ
る
出
光
グ
ル
ー
プ
の
技
術
に
光
を
あ
て
る
連
載
。

私たちが日々通る道路の下では、目には見えない小さな損傷が少しずつ進行している。雨水などが舗装内部に入
り込み、アスファルトと石の結び付きを弱めてしまうのだ。こうした劣化は道路の寿命を縮め、頻繁な補修工事を
生み出し、結果として社会全体に大きな負担をもたらしてきた。気候変動や都市化により、水害の激甚化・頻発
化が進む日本において、その足元を支える道路の耐久性が、いま改めて問われている。
長年にわたり、石油と化学の技術で社会インフラを支えてきた出光は、この課題に真正面から取り組んだ。
アスファルトと化学品、その両方を知る出光だからこそ実現できた、新しい解決策がある。

高
耐
水
性
舗
装
材
で
、道
を
強
く
、未
来
を
長
く
。

技術で
拓
く
Vol.2

なぜ出光が
アスファルトを？

出光は原油の蒸留、す
なわち石油製品の製造
過程においてアスファル
トが得られることを生か
し、機能舗装材事業に取
り組んでいます。
原油精製技術を基盤

に、アスファルトの研究開
発から製造・販売までの
一貫体制を構築。道路・
防水・高機能用途を網羅
する全種のアスファルト
の製造販売をしている国
内唯一の総合アスファル
トメーカーです。

Idemitsu
Technology

石油をつくる、
原油の蒸留過程の残留物から
アスファルトを生み出す
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呉
　
は
い
。
た
だ
、
そ
の
理
論
を
実
現
で
き
る
素

材
は
、
当
時
の
世
の
中
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
温
に
耐
え
、
安
全
性
も
確
保
し
、
コ
ス
ト

も
見
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
素
材
選
定

に
数
年
、
苦
労
し
ま
し
た
。
転
機
は
、
2
0
1
9

年
の
出
光
と
昭
和
シ
ェ
ル
の
経
営
統
合
後
の
社
内

―
―
ミ
ナ
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
C
X
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
経

緯
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

呉
　
2
0
1
0
年
代
に
入
っ
て
、
「
道
路
の
表
面
を

補
修
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
。
下
の
見
え
な
い
部

分
、
水
に
よ
る
損
傷
が
根
本
原
因
だ
」
と
い
う
研
究

報
告
が
上
が
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
開
発
を
始
動
し
ま

し
た
。
改
め
て
振
り
返
る
と
、
こ
の
開
発
は
「
技
術

を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
出
光
の
使
命

感
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
　
開
発
の
必
要
性
自
体
は
、
世
の
中
の
大
き
な

流
れ
と
し
て
確
か
に
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
我
々
営
業
の

現
場
で
は
、
普
段
、
発
注
者
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
正
直
に
言
う
と
、
技
術
課
か
ら
「
水
に
強
い
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
作
る
」
と
聞
い
た
と
き
は
、
「
な
ぜ
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
？
」
と
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
ね
（
笑
）
。

呉
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
長
寿
命
化
の
課
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
発
注
者
で
あ
る
空
港
や
役

所
の
方
々
で
し
た
。
実
は
、
「
水
に
強
い
」
と
さ
れ

る
グ
レ
ー
ド
の
材
料
は
す
で
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
で

も
、
水
の
流
入
が
激
し
い
現
場
の
過
酷
な
状
況
で
は

そ
れ
で
も
不
十
分
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
ま
だ
統
合
前
の
2
0
1
7
年
頃
か
ら
旧
昭

和
シ
ェ
ル
の
研
究
と
し
て
、
本
格
的
に
材
料
を
探
し

始
め
ま
し
た
。
課
題
は
、
骨
材
（
石
）
と
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
（
油
）
の
、
水
に
負
け
て
剥
が
れ
て
し
ま
う
結

合
の
弱
さ
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
水
に
負
け
な

い
共
有
結
合
と
い
う
、
非
常
に
強
固
な
化
学
結
合
を

発
想
し
ま
し
た
。

佐
藤
　
骨
材
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
化
学
的
に
結
び
付

け
る
、
で
す
か
。

Cross talk

技術と営業が化学結合する 
— 未来のインフラを創る、出光の使命感

連
携
で
す
。
後
に
同
じ
先
進
マ
テ
リ
ア
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
と
な
っ
た
機
能
化
学
品
部
に
理
想
の
分
子
構

造
を
ぶ
つ
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
が
持
っ
て
い

た
樹
脂
技
術
を
ベ
ー
ス
に
「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」

と
。
な
ん
と
わ
ず
か
2
週
間
で
、
試
作
品
が
上

が
っ
て
き
た
の
で
す
。

機能舗装材事業部（技術担当）

呉 悦樵
2018年入社。有機化学を専門と
し、高機能舗装材の研究開発に
従事。道路舗装の「見えない弱
点」を化学的な視点から解決す
るという、前例のない挑戦に挑
み、部門を超えた共創をリード。 

機能舗装材事業部（営業担当）

佐藤 優輝
2020年入社。主に舗装材の販
売を担当。ミナフォルティスCXの
発売に伴い、空港や行政など、
発注者に対する新規市場開拓
（スペックイン活動）を精力的に
推進。 

佐
藤
　
2
週
間
！
そ
れ
は
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
す

ね
。
ま
さ
に
社
内
共
創
が
生
ん
だ
奇
跡
的
な
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
だ
と
感
じ
ま
す
。

呉
　
理
論
的
な
突
破
口
は
早
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
が
大
変
で
し
た
。
こ
の
新
し
い
化
学
物
質

を
国
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
安
全
性
を
証

明
す
る
た
め
に
、
地
下
水
へ
の
影
響
、
毒
性
な
ど
、

広
範
囲
な
試
験
デ
ー
タ
を
集
め
、
提
出
す
る
の
に

1
年
か
か
り
ま
し
た
。

佐
藤
　
や
は
り
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
材
料
で
す
か

ら
、
安
全
へ
の
要
求
は
非
常
に
高
い
の
で
す
ね
。

呉
　
そ
し
て
、
最
大
の
山
場
は
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の

実
証
で
す
。
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
協
力

を
得
ら
れ
た
の
が
、
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹
空
港
）

で
し
た
。
伊
丹
空
港
は
、
地
下
水
が
多
く
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
痛
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
困
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
我
々
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ

ど
ニ
ー
ズ
が
明
確
な
現
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

佐
藤
　
顧
客
側
の
「
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
明
確
な

課
題
意
識
が
、
技
術
の
社
会
実
装
を
後
押
し
し
た

の
で
す
ね
。

呉
　
2
0
2
3
年
7
月
に
試
験
施
工
を
実
施
し
、
ひ

た
す
ら
1
年
間
、
結
果
を
待
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、

翌
年
6
月
、
日
常
点
検
で
施
工
エ
リ
ア
の
一
部
に

「
空
洞
音
」
が
す
る
と
連
絡
が
入
っ
た
の
で
す
。
水

が
原
因
で
ま
た
剥
離
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
心
臓

が
止
ま
る
か
と
思
い
ま
し
た
。

佐
藤
　
（
驚
い
て
）
え
え
っ
、
そ
れ
は
緊
張
し
ま
す

ね
！

呉
　
そ
こ
で
、
掘
り
返
し
て
中
を
確
か
め
ま
し
ょ

う
、
と
提
案
し
ま
し
た
。
空
洞
音
の
す
る
ス
ポ
ッ
ト

を
切
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
ミ
ナ
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
C
X

の
部
分
は
健
全
だ
っ
た
の
で
す
が
、
従
来
の
材
料
を

使
っ
た
隣
接
部
に
は
明
確
な
損
傷
が
見
ら
れ
た
の

で
す
。

佐
藤
　 

ま
さ
に
、
技
術
が
真
価
を
発
揮
し
た
瞬
間
で

す
ね
！
そ
の
現
場
で
の
感
動
は
、
き
っ
と
伊
丹
空
港

の
方
々
も
同
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

―
―
伊
丹
空
港
で
の
確
か
な
実
証
結
果
を
得
て
、
本
格
的
に

ミ
ナ
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
C
X
が
市
場
に
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
お
客

様
の
反
応
や
、
普
及
に
向
け
た
課
題
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

佐
藤
　
伊
丹
空
港
で
の
実
績
は
、
営
業
活
動
に

と
っ
て
非
常
に
強
力
な
武
器
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
営
業
の
や
り
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
道
路
会
社
へ
材
料
を

販
売
す
る
」
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
発
注
者
、
つ
ま

り
空
港
や
国
交
省
と
い
っ
た
行
政
機
関
に
直
接
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
「
ス
ペ
ッ
ク
イ
ン
活
動
」
を
始
め
た

の
で
す
。

呉
　
従
来
の
営
業
と
は
畑
違
い
で
す
よ
ね
。
苦
労

さ
れ
た
の
で
は
？

佐
藤
　
も
ち
ろ
ん
、
大
変
で
し
た
。
テ
レ
ア
ポ
か
ら

始
ま
り
、
門
前
払
い
に
あ
っ
た
り
、
担
当
部
署
が

違
っ
た
り
（
笑
）
。
し
か
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け

る
う
ち
に
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
課
題
意
識
が
高
い
担

当
者
の
方
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐
藤
　
そ
の
中
で
今
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

役
所
が
製
品
を
名
指
し
で
発
注
で
き
な
い
と
い

う
ル
ー
ル
で
す
。
そ
の
た
め
、
お
客
様
の
方
か
ら

「
N
E
T
I
S
（
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
）
に

登
録
す
れ
ば
、
も
っ
と
使
い
や
す
く
な
る
の
に
」
と

アスファルトと化学品、二つの部門が知恵を結集した技術的ブレイクスルー。そして、インフラ業界の
常識を覆す挑戦の先に見据える、出光の未来への強い意志。技術担当の呉さんと営業担当の佐藤さんに、
ミナフォルティスCXの誕生秘話と市場開拓の舞台裏を聞いた。

アスファルトと化学品、
両方の知見を持つ出光だからこそ、

インフラの根本課題を解決できる

日本のインフラを
技術と現場のニーズをつなぎ、

より強靭にすることが私の誇り

1213



い
う
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
今
、
登
録
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

呉
　
技
術
が
認
め
ら
れ
、
「
使
い
た
い
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
の
は
開
発
者
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

佐
藤
　
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
コ
ス
ト
で
す
。
ミ
ナ

フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
C
X
は
通
常
の
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

よ
り
価
格
は
高
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
考
え
る
と
、
長
寿
命
化
に
よ
り
補

修
回
数
が
減
り
、
ト
ー
タ
ル
で
コ
ス
ト
が
削
減
で
き

ま
す
。
こ
の
長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
、
短
期
予
算
で

動
く
現
場
に
ど
う
理
解
し
て
い
た
だ
く
か
、
と
い

う
壁
に
今
、
挑
ん
で
い
ま
す
。

―
―
技
術
、
営
業
、
両
輪
で
挑
戦
を
続
け
て
い
る
ミ
ナ
フ
ォ
ル

テ
ィ
ス
C
X
で
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢
献
し
、
ど

の
よ
う
な
未
来
を
描
い
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

呉

　伊
丹
空
港
で
の
成
功
を
受
け
て
、
す
で
に
高

速
道
路
で
の
実
証
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
水
に

よ
る
損
傷
に
悩
む
新
東
名
高
速
道
路
の
静
岡
エ
リ

ア
で
試
験
施
工
を
実
施
し
ま
し
た
。

佐
藤
　
高
速
道
路
で
実
績
を
積
め
ば
、
市
場
は
一

気
に
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
今
、
技
術
を

売
り
込
む
だ
け
で
な
く
、
「
水
に
強
い
材
料
が
必
要

だ
と
い
う
新
し
い
規
格
」
を
国
交
省
や
研
究
機
関

と
共
に
つ
く
る
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

呉
　
従
来
の
規
格
だ
け
で
は
、
世
の
中
の
根
本
的

な
課
題
を
解
決
し
き
れ
ま
せ
ん
。
新
し
い
時
代
に

Cross talk

ふ
さ
わ
し
い
「
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
」
の
基
準
を
、
出

光
が
技
術
で
示
し
て
い
く
、
と
い
う
使
命
感
が
あ

り
ま
す
。

佐
藤
　
営
業
を
始
め
て
、
舗
装
内
部
の
目
に
見
え
な

い
課
題
を
こ
こ
ま
で
深
く
理
解
し
、
解
決
策
を
提
案

す
る
と
い
う
の
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。
技
術
部
門

と
営
業
部
門
の
距
離
が
縮
ま
り
、
お
互
い
の
知
識
を

共
有
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
に
、
大
き
な
刺
激
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

呉
　
私
も
、
技
術
を
現
場
で
使
え
る
「
武
器
」
と
し

て
、
営
業
の
皆
さ
ん
が
奮
闘
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

技
術
資
料
を
営
業
資
料
に
転
換
す
る
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。
出
光
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
い
う
材

料
だ
け
で
な
く
、
点
検
技
術
や
再
生
利
用
ま
で
含

め
た
、
舗
装
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
貢
献
で
き

る
は
ず
で
す
。
ミ
ナ
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
C
X
は
、
そ
の

壮
大
な
未
来
に
向
け
た
、
ま
だ
序
章
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

佐
藤
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
で
あ
る
出
光
が
、
人
々
の

生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
「
見
え
な
い
安
心
」
を

高
め
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、
技
術
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
と
い
う
、
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
き

た
出
光
で
働
く
誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。
未
来
の
安

全
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
技
術
を
世
界
へ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

14

未来を拓く知られざる
出光グループの技術に

光をあてる連載。

私たちのスマホの通信は、すでに“宇宙”を介してつながっている―。小型衛星を経由した通信網は 
急速に広がり、宇宙は私たちの暮らしを支える新しいインフラへと変わりつつある。しかし、その衛星は 
強い放射線や極端な温度差など、地上では想像しがたい過酷な環境にさらされる。そこで注目されてい
るのが、出光が30年以上磨き続けてきたCIGS太陽電池。軽く、強く、そして宇宙で長く働き続ける 
特性を備えた技術だ。
動き始めた宇宙インフラの時代に向け、出光の挑戦が始まっている。

C
I
G
S
太
陽
電
池
が
拓
く
、宇
宙
イ
ン
フ
ラ
の
新
時
代

技術で
拓
く

特 別 編

※  舘（左）が手に持っているのは、当社のCIGS太陽電池も搭載している千葉工業大学が開発した人工衛星“BOTAN”。 
2025年10月に国際宇宙ステーションから放出され、初期ミッションを達成した。15



通
信
を
支
え
る
衛
星
電
力
が
抱
え
る

“
交
換
で
き
な
い
リ
ス
ク
”

通
信
、
観
測
、
測
位
対
策

─
。
衛
星
は
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
役
割
を
広
げ
、
2
0
3
0
年

に
向
け
て
今
後
も
市
場
の
急
拡
大
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
宇
宙
に
は
地
上
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
環
境
が
広
が
る
。
強
烈
な
放
射
線
が

絶
え
ず
飛
び
交
い
、
気
温
は

−

1
0
0
℃
か
ら
＋

1
0
0
℃
へ
と
急
激
に
振
れ
る
。
こ
う
し
た
過
酷

さ
に
長
期
間
さ
ら
さ
れ
て
も
、
劣
化
せ
ず
安
定
し

て
発
電
し
続
け
る
“
信
頼
性
”
が
欠
か
せ
な
い
。

ま
た
、
従
来
の
衛
星
用
太
陽
電
池
は
非
常
に
高
価

で
、
衛
星
打
ち
上
げ
の
大
量
投
入
が
進
む
現
場
で

は
“
コ
ス
ト
の
壁
”
が
立
ち
は
だ
か
る
。
「
コ
ス

ト
を
下
げ
た
い
。
し
か
し
、
壊
れ
て
は
な
ら
な

い
。
」
そ
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
出
光
が

30
年
以
上
研
究
を
続
け
て
き
た
C
I
G
S
太
陽
電

池
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
軽
く
、
強
く
、
放
射

線
に
も
耐
え
る
。
信
頼
性
と
コ
ス
ト
の
両
立
を
目

指
す
宇
宙
開
発
に
と
っ
て
、
新
し
い
選
択
肢
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

宇
宙
で
こ
そ
生
き
る
、

Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
の
強
さ

C
I
G
S
太
陽
電
池
が
宇
宙
で
大
き
な
優
位
性

を
持
つ
理
由
は
、
圧
倒
的
な
放
射
線
耐
性
に
あ

る
。
C
I
G
S
太
陽
電
池
は
、
材
料
内
部
に
“
格

子
欠
陥
”
と
呼
ば
れ
る
構
造
を
持
つ
。
こ
の
特
性

が
、
放
射
線
に
よ
る
劣
化
を
起
こ
り
に
く
く
し
、

静
止
軌
道
で
15
年
相
当
の
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て

も
、
出
力
が
ほ
と
ん
ど
落
ち
な
い
と
い
う
強
さ
を

発
揮
す
る
。
ま
た
、
寿
命
の
低
下
を
見
越
し
た
余

剰
セ
ル
の
搭
載
が
不
要
に
な
る
。

宇
宙
空
間
と
い
う
極
端
な
環
境
で
は
、
こ
の

“
劣
化
し
な
い
こ
と
”
が
何
よ
り
の
価
値
に
な

る
。
さ
ら
に
、
C
I
G
S
太
陽
電
池
は
放
射
線
か

ら
保
護
す
る
た
め
の
カ
バ
ー
ガ
ラ
ス
を
持
た
な
い

構
造
が
可
能
に
な
る
た
め
、
軽
く
、
薄
く
で
き

る
。
そ
の
分
、
重
量
が
減
り
、
打
ち
上
げ
時
の
コ

ス
ト
が
下
が
る
。
薄
膜
プ
ロ
セ
ス
を
用
い
て
製
造

す
る
た
め
、
従
来
技
術
の
よ
う
に
基
板
ウ
エ
ハ
ー

に
よ
る
セ
ル
サ
イ
ズ
の
制
約
が
な
く
、
最
大
25
㎝

角
の
大
き
な
正
方
形
セ
ル
で
供
給
で
き
る
点
も
強

み
だ
。
パ
ネ
ル
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
が
減
り
、
セ

ル
の
充
填
率
が
上
が
る
こ
と
で
、
衛
星
全
体
の
発

電
能
力
を
無
駄
な
く
引
き
出
せ
る
。
低
コ
ス
ト

と
高
信
頼
性
を
同
時
に
満
た
す
C
I
G
S
太
陽

電
池
は
、
宇
宙
開
発
の
経
済
性
を
根
本
か
ら
変

え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

30年の積み重ねが導いた
宇宙への必然の挑戦

一見すると、当社が宇宙用太陽電
池を開発しているのは意外に映る
かもしれない。しかし、その背景には
30年を超える材料研究の積み重ね
がある。太陽電池開発への取り組み
は、 1970年代のオイルショックにま
でさかのぼる。エネルギーのあり方
が揺らいだ時代に、昭和石油＊は太
陽電池に可能性を見出し、研究開発
に踏み出した。1993年には、銅・イン
ジウム・ガリウム・セレンを組み合わ
せた化合物半導体“ＣＩＧＳ”の薄膜
太陽電池の開発に本格的に着手。
2005年には地上用として事業化し、
商用実績を積み重ねた。だが、地上
用市場が落ち着きを見せる中で、ＣＩ
ＧＳ太陽電池の特性が最大限に生
きる“新しい舞台”が見えてきた。それ
が強い放射線や極端な温度差にさ
らされる “宇宙”である。軽さ、強さ、
耐放射線性。長年磨いてきたＣＩＧ
Ｓ太陽電池の特性は、宇宙が抱える
課題と驚くほど相性が良かった。そ
して2025年10月21日、ＪＡＸＡの新型
補給機「ＨＴＶ-Ｘ」1号機に搭載され
た次世代宇宙用太陽電池の実証実
験「ＳＤＸ」に、当社のＣＩＧＳ太陽電
池が採用された。30年以上にわたる
研究と量産で磨かれた技術が、つい
に宇宙で輝こうとしている。
＊  昭和石油は1985年の合併で昭和シェル石油に

Idemitsu Technology極限の宇宙環境が有望な市場に 
— 太陽電池が切り拓く未来

携帯端末と衛星との直接通信が可能になり、低軌道衛星通信サービスの市場急拡大が見込まれています。
このチャンスをどう切り拓くのか、宇宙用CIGS太陽電池を手がける3名に話を聞きました。

地
上
か
ら“
宇
宙
”と
い
う

新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ

―
出
光
が
宇
宙
用
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

百
武
　
き
っ
か
け
は
、
神
奈
川
県
に
あ
っ
た
ソ
ー

ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
研
究
拠
点
で
進
め
て
い

た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
宇
宙
用
太
陽
電
池
の
研
究
で

し
た
。
宇
宙
環
境
を
模
し
た
実
験
に
お
い
て
、

C
I
G
S
太
陽
電
池
が
想
像
以
上
に
放
射
線
に
強

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
「
こ
れ
は
宇
宙
で

も
使
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
手
応
え
が
あ

り
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
代
の
当
時
、
地
上
向
け

の
市
場
は
、
中
国
勢
の
参
入
で
急
速
に
価
格
競
争

が
進
み
、
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
化
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
放
射
線
に
強
く
、

長
期
間
性
能
を
維
持
で
き
る
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池

の
特
性
は
、
む
し
ろ
“
宇
宙
と
い
う
極
限
環
境
〟

の
方
が
生
き
る
の
で
は
な
い
か

―
そ
ん
な
発
想

か
ら
本
格
的
に
宇
宙
用
途
の
研
究
開
発
が
動
き
始

め
ま
し
た
。

千
葉
　
実
は
C
I
G
S
太
陽
電
池
は
20
年
前
に

衛
星
に
搭
載
さ
れ
、
9
年
た
っ
て
も
ほ
ぼ
劣
化
が

な
か
っ
た
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。
専
門
家
の

間
で
は
「
C
I
G
S
太
陽
電
池
は
宇
宙
向
き
」
と

以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
た
だ
、
当
時

は
ま
だ
衛
星
の
打
ち
上
げ
件
数
が
少
な
く
、
市

場
規
模
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は

S
p
a
c
e
X
社
が
民
間
打
ち
上
げ
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
た
こ
と
で
、
宇
宙
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
が
広
が
り
、
衛
星
打
ち
上
げ
が
急
増
。
宇
宙

用
太
陽
電
池
の
需
要
そ
の
も
の
が
急
拡
大
し
て
い

Cross talk

技
術
戦
略
部 

千
葉 

善
之

次
世
代
技
術
研
究
所

舘 

健
一

次
世
代
技
術
研
究
所

百
武 

康
仁

人工衛星に搭載
して使用される
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の
で
す
。
ガ
ラ
ス
基
板
な
ら
そ
の
心
配
は
い
り
ま
せ

ん
か
ら
ね
。
コ
ス
ト
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

た
だ
、
割
れ
や
す
い
と
い
う
別
の
課
題
が
あ
り
、
そ

の
克
服
に
今
も
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。

な
に
よ
り
の
信
頼
は「
宇
宙
で
動
い
た
！
」

―
実
際
に
宇
宙
で
の
実
証
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

ま
す
か
。

舘
　
2
0
2
5
〜
2
0
2
8
年
の
間
で
、
年
2
回

程
度
の
打
ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
千
葉
工

業
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
連

携
し
、
共
同
で
宇
宙
実
証
を
進
め
ま
す
。
今
年
10

月
に
は
、
千
葉
工
業
大
学
の
実
証
衛
星
に
初
め
て

搭
載
さ
れ
、
初
期
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
正
常
に
発
電
を

確
認
し
ま
し
た
。

百
武
　
舘
さ
ん
が
大
学
の
研
究
室
と
密
に
連
携
し
、

課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
い
て
き
た
成
果
で
す
ね
。

舘
　
宇
宙
工
学
の
専
門
用
語
に
苦
戦
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
（
笑
）
、
社
内
に
戻
る
と
多
様
な
専
門

性
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
助
け
て
く
れ
ま
す
。
ア
カ
デ

ミ
ア
は
懐
が
深
く
、
私
た
ち
の
挑
戦
を
真
剣
に
後

押
し
し
て
く
れ
る
。
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

千
葉
　
こ
れ
か
ら
も
大
学
と
の
協
働
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
実
証
実
験
に
お
い
て
こ

の
業
界
で
は
、“
3
カ
月
正
常
に
動
け
ば
信
頼
性

あ
り
〟
と
い
う
基
準
が
あ
る
ん
で
す
。
地
上
試
験

で
項
目
を
ク
リ
ア
す
る
よ
り
、宇
宙
で
“Space 

F
light Proven

（
実
際
に
発
電
で
き
た
）
〟
と

い
う
事
実
の
方
が
、
圧
倒
的
に
価
値
が
あ
る
ん
で

す
。
ア
カ
デ
ミ
ア
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
取
り

最
初
は
軽
量
な
チ
タ
ン
基
板
を
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、
技
術
的
完
成
度
や
コ
ス
ト
面
を
考
え
る
と
、

ガ
ラ
ス
基
板
の
ほ
う
が
優
位
性
は
高
い
の
で
は
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
社
は
地
上
用
で

ガ
ラ
ス
基
板
の
経
験
が
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
技
術
的
障
壁
が
一
気
に
下
が

り
、
重
要
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
な
り
ま
し
た
。

百
武
　
チ
タ
ン
基
板
は
切
断
・
接
合
が
必
要
で
、

そ
の
接
合
部
が
故
障
点
に
な
る
リ
ス
ク
が
あ
っ
た

ま
す
。
こ
う
し
た
追
い
風
の
も
と
、
2
0
2
3
年

か
ら
は
米
国
で
の
営
業
活
動
も
本
格
化
し
ま
し

た
。

放
射
線
・
温
度
差
・
真
空

—
未
知
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
挑
戦

―
地
上
用
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
を
宇
宙
用
に
転
用
す

る
際
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

舘
　
宇
宙
は
、
地
上
と
は
ま
っ
た
く
別
世
界
で

す
。
強
烈
な
放
射
線
、

－

１
０
０
〜
＋
１
０
０
℃

を
行
き
来
す
る
温
度
差
、
真
空
。
ど
れ
も
地
上
で

は
再
現
が
難
し
い
、
極
端
な
環
境
で
す
。
当
社
は

長
年
の
研
究
で
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
の
基
本
技
術

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宇
宙
で
長
期
間
安
定
し

て
発
電
で
き
る
“
別
物
の
デ
バ
イ
ス
〟
と
し
て
再

設
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

千
葉
　
特
に
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
は
“
熱
〟
へ
の

耐
性
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
宇
宙
で
の
高

温
状
態
で
も
安
定
し
て
使
え
る
よ
う
、
デ
バ
イ
ス

構
造
か
ら
見
直
す
と
同
時
に
、
性
能
向
上
も
不
可

欠
で
し
た
。
再
設
計
の
結
果
、
熱
へ
の
耐
性
を
克

服
し
た
上
に
、
変
換
効
率
は
当
時
比
で
約
1
・
2

倍
に
向
上
。
た
だ
宇
宙
で
壊
れ
て
し
ま
え
ば
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
信
頼
性
と
高

出
力
、
そ
の
両
立
が
開
発
の
軸
と
な
り
ま
し
た
。

基
板
の
素
材
を
ガ
ラ
ス
に
戻
し
て

課
題
を
突
破

―
信
頼
性
を
高
め
な
が
ら
高
出
力
の
太
陽
電
池
を
生

み
出
す
た
め
に
、
開
発
の
転
機
と
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

千
葉
　
宇
宙
に
お
い
て
は
軽
さ
は
重
要
な
の
で
、

組
み
を
通
じ
て
、
今
後
も
実
証
の
数
を
積
み
重
ね

て
、
新
技
術
の
確
認
や
優
位
性
を
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
宇
宙
事
業
を

リ
ア
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

―
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
技
術
的
な
挑
戦
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

千
葉
　
ま
ず
は
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
の
放
射
線
耐

性
を
武
器
に
、
中
軌
道
＊
市
場
で
の
提
案
を
強
化

技術戦略部 

千葉 善之
2008年昭和シェル石油に入社。
ソーラーフロンティアで技術開発
や工場立ち上げに携わる。2021
年より本プロジェクトに参画。営
業活動を経て、現在は宇宙用太
陽電池の技術開発を牽引。

次世代技術研究所

百武 康仁
大手電機メーカーで半導体開
発、その後ドイツで太陽電池ベン
チャーを立ち上げる。2011年より
ソーラーフロンティアでC IGS太
陽電池の品質保証、研究開発
に携わり、2021年出光興産に入
社。現在は特に宇宙実証およ
び、品質管理を担う。

次世代技術研究所

舘 健一　
2011年昭和シェル石油に入社。
ソーラーフロンティアでセル開
発、品質保証、量産工場の技術
部門を担当。2023年より現職
で、千葉工業大学との宇宙実証
を担当している。

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ス
ト
低
減
か
ら
低
軌
道
向

け
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
変
換
効
率
向

上
で
は
、
他
社
と
の
共
創
か
ら
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
と
の
“
タ
ン
デ
ム
構
造
〟
に
挑
戦
し
た

い
。
地
上
用
で
も
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
技
術
で

す
が
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
も
放
射
線
耐

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
実
現
し

た
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
興
味
が
あ
る
の
は
光
無
線

給
電
で
す
。
レ
ー
ザ
ー
で
遠
距
離
へ
電
力
を
送
る

技
術
で
、
当
社
の
C
I
G
S
太
陽
電
池
は
そ
の
受

光
素
子
と
し
て
も
強
い
関
心
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
将
来
的
に
は
宇
宙
で
発
電
し
た
電
力
を
月

や
地
球
に
送
る

―
そ
ん
な
世
界
も
あ
り
得
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

舘
　
宇
宙
太
陽
光
発
電
、
宇
宙
ホ
テ
ル
、
月
面

利
用

―
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
テ
ー
マ
ば
か
り
で
す

が
、
月
面
は
放
射
線
も
温
度
環
境
も
さ
ら
に
厳

し
い
世
界
で
す
。
「
太
陽
電
池
は
２
０
０
℃
で
使

え
る
？
」
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
者
に
尋
ね
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
地
上
の
技
術
が
宇
宙
で
使
わ
れ

て
い
っ
た
歴
史
を
思
う
と
、
夢
物
語
と
片
付
け
る

必
要
は
な
い
。
挑
戦
し
続
け
る
意
味
は
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

百
武
　
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
“
宇

宙
〟
と
い
う
だ
け
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
人

は
少
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

千
葉
　
宇
宙
用
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
太
陽
電
池
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
社
内
で
も
リ
ソ
ー
ス
を
投
じ
て
い
る
領
域

で
す
。
そ
れ
だ
け
会
社
が
本
気
で
信
じ
、
未
来
へ
の

期
待
を
託
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
非
常

に
あ
り
が
た
い
で
す
し
、
責
任
も
感
じ
て
い
ま
す
。

百
武
　
こ
の
挑
戦
を
通
じ
て
出
光
の
イ
メ
ー
ジ
が

変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
出
会
え
な
か
っ
た
仲
間
や
企

業
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
広
が
り
が
、
会
社

の
未
来
を
力
強
く
押
し
上
げ
て
い
く
と
信
じ
て
い

ま
す
。

宇宙ホテルや月面での太陽光発電のような
実績を重ねていけば、

夢の世界にもたどり着けるはずです

技術的に優れたCIGS太陽電池を生かして、
新市場をつかみにいきます

確かな答えをひとつずつ
実証実験を続けて、

見つけていきたいと思います

Cross talk

＊ 中軌道は地球から２千～３万６千kmの範囲に位置する人工衛星の軌道。
　  一方、低軌道は２千km未満の範囲に位置する。
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使
命
感
が
生
ん
だ

復
旧
の
ス
ピ
ー
ド

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
北
地
方
を
中
心

に
多
く
の
製
油
所
・
油
槽
所
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
る
中
、
宮
城
県
の
出
光
塩
釜
油
槽
所
も

比
較
的
軽
い
被
害
と
は
い
え
、
決
し
て
無
傷
で

は
な
か
っ
た
。
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
が
全
て
停
止

し
、
電
話
も
通
じ
な
い
「
陸
の
孤
島
」
状
態
。

ま
た
港
内
も
、
沈
降
・
浮
遊
す
る
巨
大
な
構
造

物
が
邪
魔
を
し
て
船
が
入
れ
な
い
。
油
槽
所
の

機
能
は
完
全
に
停
止
し
た
。
そ
れ
で
も
、
変
電

室
や
複
数
の
ポ
ン
プ
設
備
が
集
中
配
置
さ
れ
た
エ

リ
ア
（
ポ
ン
プ
ヤ
ー
ド
）
へ
の
浸
水
は
最
小
限
に

留
ま
り
、
東
北
地
方
で
荷
受
け
可
能
な
港
と
し

て
機
能
で
き
る
可
能
性
を
残
し
て
い
た
。

3
月
15
日
、
石
油
連
盟
は
出
光
塩
釜
油
槽

所
と
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
油
槽
所
を
元
売
り
5
社

で
共
同
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
。
東
北
地
方

太
平
洋
沿
岸
で
唯
一
稼
働
可
能
な
拠
点
と
な
っ

た
出
光
塩
釜
油
槽
所
で
は
、
震
災
直
後
か
ら

驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ

た
。
被
災
地
で
の
寒
さ
を
し
の
ぐ
暖
房
用
灯

油
、
生
命
・
物
流
を
つ
な
ぐ
緊
急
車
両
用
の
ガ

ソ
リ
ン
・
軽
油
を
切
ら
し
て
は
な
ら
な
い
─ 

そ

れ
が
石
油
会
社
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。

15
日
に
は
、
周
辺
地
区
の
停
電
が
よ
う
や
く
解

消
し
、
な
ん
と
か
在
庫
品
を
出
荷
で
き
る
体
制

が
整
っ
た
。
油
槽
所
に
も
衛
星
電
話
が
持
ち
込

ま
れ
、
本
社
と
の
連
絡
が
可
能
に
。
こ
れ
に
よ

り
、
17
日
に
は
病
院
や
消
防
、
復
興
支
援
車
両

な
ど
緊
急
車
両
向
け
出
荷
を
再
開
。
切
迫
し

た
状
況
に
あ
る
被
災
地
の
石
油
供
給
の
生
命
線

を
支
え
た
。「

鶴
宏
丸
」が
運
ん
だ

希
望
と
産
業
界
の
連
携

一
方
、
津
波
で
港
湾
が
瓦
礫
と
漂
流
物
で
埋

め
尽
く
さ
れ
、
石
油
の
安
定
供
給
を
支
え
る
船

舶
の
入
港
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
し
か
し
、

国
・
自
治
体
・
自
衛
隊
・
民
間
が
一
丸
と
な

り
、
関
係
各
方
面
の
懸
命
な
作
業
が
行
わ
れ
た

結
果
、
通
常
で
あ
れ
ば
1
週
間
を
要
す
る
港
湾

整
備
を
わ
ず
か
3
日
間
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
21
日
に
は
出
光
愛
知

製
油
所
か
ら
約
2
0
0
0
kL
の
ガ
ソ
リ
ン
・
灯

油
・
軽
油
を
搭
載
し
た
タ
ン
カ
ー
「
鶴
宏
丸
」

が
震
災
後
初
め
て
塩
釜
港
に
入
港
。
出
光
塩

釜
油
槽
所
は
本
格
的
な
稼
働
を
開
始
し
、
陸

上
輸
送
網
が
ほ
ぼ
寸
断
さ
れ
た
中
で
、
海
上
輸

送
の
底
力
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
と
し
て

大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
石
油
各
社
間
の
協
力
体
制

で
あ
る
。
出
光
塩
釜
油
槽
所
の
共
同
利
用
は
5

月
3
日
ま
で
継
続
さ
れ
、
J
X
日
鉱
日
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社
（
現
、
E
N
E
O
S
株
式

会
社
）、コ
ス
モ
石
油
株
式
会
社
、
太
陽
石
油
株

式
会
社
、
昭
和
シ
ェル
石
油
、
出
光
興
産
が
企

業
の
垣
根
を
超
え
て
連
携
。
競
争
で
は
な
く
協

働
を
選
ん
だ
そ
の
姿
は
、
後
の
「
災
害
時
石
油

供
給
連
携
計
画
」
の
原
型
と
な
り
、
石
油
業
界

の
危
機
管
理
体
制
の
礎
と
な
っ
た
。

危
機
の
記
憶
が
磨
い
た

企
業
の
D
N
A

大
災
害
に
立
ち
向
か
っ
た
経
験
は
、
出
光
の

企
業
姿
勢
を
鮮
明
に
示
す
実
例
と
な
っ
た
。
互

い
の
利
益
を
超
え
て
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ

と
、
現
場
力
と
迅
速
な
意
思
決
定
で
供
給
責

任
を
守
り
抜
く
こ
と
─
。
震
災
で
示
さ
れ
た

こ
の
D
N
A
は
、
い
ま
も
B
C
P
や
災
害
対
応

型
S
S
（
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
取
り

組
み
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
。
あ
の
日
、
震
災
の

暗
闇
の
中
で
燃
や
し
た
灯
火
は
、い
ま
も
消
え
て

い
な
い
。
"人
と
地
域
を
支
え
る"  

と
い
う
誇
り

は
、
私
た
ち
の
D
N
A
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
次

の
世
代
へ
、
確
か
な
希
望
を
照
ら
し
続
け
て
い
る
。
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出光グループの最新情報をお伝えします

世界最大規模のブラックペレット生産工場が商業運転開始

当社は、ベトナム・ザライ省に建設したブラックペレット
（以下「BP」）生産工場の商業運転を開始しました。本工
場は年産12万トンの製造能力を有し、ベトナム初のBP生産
工場かつ世界最大規模となります。BPは、樹木などのバイ
オマスを加熱処理したエネルギー資源です。本工場で生産す

るBPは出光グリーンエナジーペレットTM（以下「IGEP」）
として、主に日本国内のお客様に供給されます。
IGEPは一般に普及している木質ペレットを半炭化した高カ
ロリー燃料で、他のバイオマス燃料と比較して石炭に近い
取り扱いが可能です。

Idemitsu Art Award 2025 の受賞・入選作品を決定

当社は、40歳までの若手作家を対象とする公募制の美術賞である「Idemitsu 
Art Award 2025」の受賞作品を決定しました。グランプリには遠藤良氏の作
品『結婚』を選出し、受賞8作品、入選46作品の計54点が決まりました。若
手作家の創造と挑戦を支える文化支援活動の一環として、1956年の「シェ
ル美術賞」の創設以来、継続的に取り組んでいます。これからも「Idemitsu 
Art Award」を通じて、次代を担う作家たちの創造と挑戦、そして成長のエ
ネルギーを支えていきます。

賞名 氏名 作品名
グランプリ 遠藤良 結婚
大浦周審査員賞 加藤公佑 裂け目：断層
鈴木俊晴審査員賞 村瀬ひより Give you my vanilla ice cream
竹崎瑞季審査員賞 吉浦眞琴 幻の行方
中村史子審査員賞 犬飼沙絵 窓ごしに世界を見るにも手は流しにつっこんだまま 家事002※

吉田晋之介審査員賞 大山田渓 在る。
学生特別賞 坂本碧空 TSGALBHPQK
学生特別賞 樋口望子 チワワ

海洋性紅色光合成細菌の量産技術確立に向けベンチプラントを建設

当社は、西部石油敷地内に海洋性紅色光合成細菌の大量培
養技術確立に向けたベンチプラントを新設しました。本実
証では、微生物開発に強みを持つ京都大学発スタートアッ
プのSymbiobe株式会社と連携し、同社の知見と当社のプロ
セス技術およびスケールアップノウハウを生かした検証を
行います。光合成を行うことで海中のCO2やN2を取り込む
海洋性紅色光合成細菌の特性を活用し、グリーンバイオ資
材の製造効率化や年間1トン規模での製造検証、実証運転に

必要な電力の低炭素化についても併せて検討します。高機
能材事業の重点領域のひとつとして位置付ける「バイオ・
ライフソリューション」の取り組みの一環として、2026年2
月に実証を開始し、2030年までの商業化を目指します。

社名にまつわる素朴なギモンを描く新 WebCMを公開

当社は、新WebCM「idemitsuってどれ？」篇および「出光ってなんて読むの？」篇を公開しました。社
名にまつわる身近なギモンに、オリジナルパペットと子どもたちの掛け合いを通じて表現しています。パ
ペットキャラクターデザイン・監修は、子ども向け番組の制作も多く手掛けた 藤枝リュウジ氏です。温か
みのある世界観と登場人物たちのコミカルなやりとりに ご注目ください。

Idemitsu Green Energy VietnamのBP生産工場と、そこで生産されるIGEP

ベンチプラント内部グリーンバイオ資材のサンプル

グランプリ受賞作品 遠藤良氏『結婚』

※ 作品名の一部は、アン・オークレー著『主婦の誕生』の中で引用されていた言葉からの抜粋
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道路の舗装の内部に水が入り込むと、
舗装を構成する素材の結び付きがゆるみ、
やがてひび割れや陥没の原因となります。

出光が開発した高耐水性アスファルト
「ミナフォルティスCX」は、特殊な化合物を配合し、
素材同士を化学的に強く結び付けることで、
水による損傷を根本から抑えます。

この技術により、舗装の寿命が延び、補修の手間や
資源の消費を減らすことが可能になりました。
結果として、環境への負荷も大幅に軽減されます。

人やものの移動を支える“道”。
出光は技術の力でインフラの未来を強くし、
社会課題の解決へ挑み続けます。

道を強靭にする新しいアスファルト
「ミナフォルティスCX」

ミナフォルティスCXをはじ
めとした、アスファルト製
品をご紹介しています。


